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はじめに

本稿の目的は，現在モンゴル国で入手可能な各種統計に表れる数値上の齟

齬に着目し，そうした差の出現する要因を検討することにある。

現代モンゴルにおける統計の信頼性については，すでにいくつかの先行研

究が存在する。社会主義崩壊からほどない 1990 年代前半にUNDPの講師と

してウランバートルで統計作成を指導した経験を持つ石田は，現状報告的

な文章の中でモンゴル国の統計は信頼性が欠けること，また統計調査が国

税当局と共同して実施されている点などを問題として指摘している（石田　

1995:155-156）。

また小宮山は，モンゴル国の主食 3品目（小麦・食肉・ミルク）に関する

2003 年の統計データを用い，生産量統計と消費量データとの整合性を検討す

ることで前者の信頼性評価を行っている。結論としていずれの品目に関して

も信頼性が低いことが確認され，その原因として統計情報の作成を回答誤差

の恐れが大きい聞き取り調査にほとんど依存している点を指摘している（小

宮山　2005:33）

一方，同じモンゴル族居住地域でも，楊海英と児玉香菜子は内モンゴルの

オルドス地域に関する 1990 年代初頭の各種統計資料を題材とし，これら統計

資料を「社会の現状をよみとり，それを政策に反映させるというよりはむし

ろ，国家政策の実施状況及びその成果をアピールするために作られたもので

ある」（楊・児玉　2003:69）という立場から，ある種の文化的表出物として

統計を分析している。そこでは数字の正確さや信頼性はもとより検討の範囲

外であり，むしろ資料作成のプロセスからいかなる情報が抽出できるか，と
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いう立場で現実の政策実施や聞き取り調査データとの参照が行われている。

これらの先行研究は，総じて一次データの作られ方に着目しているといえ

るだろう。無論，前二者の議論が一次データの信頼性に注目するのに対し，楊・

児玉の議論はその文化性に着目するという違いはある。しかし，一次データ

が作られてから，刊行物として我々の眼に触れるようになるまでには数次の

プロセスを経ると想像される。その間に，データが何らかの形で変化し，異

なったアウトプットの様相を示すことはないだろうか。またその原因として，

いかなる合理的な説明が可能だろうか。

楊・児玉はオルドスの各種統計の数値に齟齬が存在することを指摘してい

るものの，その原因としては「単純な計算ミスと思われるもの」（楊・児玉　

2003:72）の存在を示唆する以外には明確に述べない。おそらく，他は意図的

な改変として理解されるべきものなのであろうが，果たしてそれ以外に合理

的な説明の余地はないのだろうか。また，モンゴル国の統計において，統計

間のデータ齟齬の実態はいかなるものであろうか。少なくとも，統計上の数

値を引用し，その数値に基づいて何らかの議論を行わなくてはならない立場

の研究者としては，こうした問題は等閑視し得ない。

それは，自らのフィールドデータを主たるデータとして議論を進める文化

人類学者においても例外ではない。今日の文化人類学者の研究成果において

も，例えばフィールドの概況について論じられる部分で，特に地方行政単位

レベルでのデータを提示する場合には，多かれ少なかれ統計集などから引用

したデータを利用していることが一般的であると思われる。確かに，こうし

た箇所は論文の形式上の要請に応じて言及されているだけで，本質的に重要

な部分を構成しないケースも多いと想像される。しかし，自らの利用するデー

タの質については，いかにマイナーな部分であっても検討する価値は存在す

るであろう。まして，牧畜をテーマとする論文においての家畜頭数や，人口

移動をテーマとする論文においての人口数などは，マイナーどころか主題の

議論に対する潜在的影響力を有しているとすら考えられる。



尾　　崎　　孝　　宏

本稿の検討対象

本稿で取り上げる統計は，2種類ある。1種類目は地方統計であり，具体

的には 2008 年に出版された『ボルガン県統計集 2007 年』（Булган Аймгийн 

Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008）を取り上げる。なお，本稿

でボルガン県に関する統計集を選択した理由は，筆者が 2008 年にボルガン県

で現地調査を行った際，郡（ソム）レベルでの数値データを探していた筆者

に対し，親族にボルガン県政府職員のいるインフォーマントの一人が個人的

に譲渡してくれたという偶然による。このインフォーマントによれば，同統

計集は一般には販売していないものであるという 1)。

もう 1種類は国家統計であり，2008 年，2005 年，2003 年に出版された『モ

ンゴル統計年報 2)』（2007 年版，2004 年版，2002 年版）を取り上げる（National 

Statistical Offi ce of Mongolia 2003,2005,2008）。なお 3ヵ年分の統計を利用した

理由は，後述するように，地方統計のデータとの照合を行うためである。

このうち，国家統計については国家統計局が毎年刊行している資料集であり，

ウランバートルの書店を探せば容易に入手可能かつ，多くの研究者が実際に利

用している現状ゆえ，改めて詳細に説明する必要はないと思われる。なお小宮

山によれば，国家統計局は国家としての基幹的統計に関する権限を有しており，

その情報収集に際しては村（バグ）―郡（ソム）―県（アイマク）などの地方

行政組織を通じて中央に報告されているとしている（小宮山　2005:23）。

一方の地方統計であるが，ボルガン県に関する限り，定期的な刊行は行わ

れていないと思われる。『ボルガン県統計集 2007 年』の表紙には「ボルガン

県 70 周年」と明記されており，また前言にも「（ボルガン）県設立 70 周年

にあたり，県の経験した歴史を数値的に示した統計を準備して広く配布する

こととなった」（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 

2008:1）という副県長の記述があり，本統計集がボルガン県設立 70 周年を記

念して特別に編纂・発行されたことが推測される。

なお，『ボルガン県統計集 2007 年』に記載されているデータは，2007 年

の数値から遡って 4～ 8年分が示されているものが大半であり，データの遡
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及年数は項目によってまちまちである。なお，前言に先立つ奥付には「1938

～ 2008 年の数値データを選んで掲載した」（Булган Аймгийн Засаг Даргын 

Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008:奥付）と書かれているが，実際に 1938 年値

が示してあるのは統計集全体の中で，県全体の人口と家畜数のみに限られてい

る。

こうした理由のひとつとして，地方政府は古い統計データを保存していな

いことが想定される。筆者が 2003 年 8 月にヘンティ県ダルハン郡政府で聞

き取り調査を行った際，当時の郡長に過去の統計資料の有無を尋ねたところ，

ヘンティ県政府には存在すると思うが郡政府には存在しない，という回答を

得たことがある。要するに上級機関にデータを送れば自らは意識的には保存

しないということであり，ここで確実であったのはダルハン郡政府には過去

のデータが存在しない，という事実のみであった。

実際，同様の事態が発生する可能性は県レベルに関しても容易に想像でき

るし，ヘンティ県で生起しうる事態はボルガン県でも同様に生起しうるだろ

う。また，仮にその想像が正しいとすれば，古いデータは逆に国家統計局へ

照会する，あるいは国家統計局の刊行している統計データを入手・参照しな

ければならないといった煩雑さゆえ，『ボルガン県統計集 2007 年』が冒頭の

アナウンスとは異なり，実際には県政府に残存しているなどの理由でアクセ

スの容易な近過去のデータで構成されている理由が合理的に説明できる。

しかし，県政府にデータが現存するか否かに関わらず，上述の小宮山（2005）

が指摘するように各レベルの地方政府を経由して国家統計局にデータが集積

されるシステムになっている限り，国家統計と地方統計は，単純な転記ミス

などを除けば基本的に同一であってしかるべきである。まして，筆者が推測

するように古いデータは国家統計局のみが保有するような制度であれば，な

おさらである。

ところが現実には，国家統計と地方統計の間には，後述するように単なる

ミスでは到底理解できないほどの差が存在する箇所と，完全に一致する箇所

が混在しているのである。そのうち本稿では，筆者が自らの牧畜社会研究に
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おいて言及する必要度の高いボルガン県の人口・世帯数，家畜頭数，耕地面

積および干草の準備高を事例として取り上げ，その実態について検討を加え

ることにしたい。

なお，データの比較は『ボルガン県統計集 2007 年』に掲載されている分の

年度について，適宜国家統計からのデータを参照して行っている。そのため，

基本的に最新 4年度分しか言及のない『モンゴル統計年報』は，過去の年度

のものも合わせて参照する必要が生じる。本稿ではその際，『モンゴル統計年

報』の年度による齟齬のチェックも行えるよう，いくつかの年度データが重

なるように 2007 年版，2004 年版，2002 年版からデータの参照を行った。

事例の検討

ここでは，国家統計と地方統計の差が小さい順に，1) 家畜頭数，2) 耕地面

積および干草の準備高，3) 人口・世帯数を検討していくことにする。

1) 家畜頭数

家畜頭数に関しては，国家統計と地方統計の差が皆無である。例えば，ボ

ルガン県の家畜総頭数のデータを比較すると【表 1】のようになる。

【表 1】ボルガン県の家畜総頭数
年 国家統計 地方統計
2000 1,522,800 1,522,811
2001 1,457,600 1,457,593
2002 1,387,700 1,387,703
2003 1,107,900 1,107,866
2004 1,213,200 1,213,165
2005 1,399,300 1,399,268
2006 1,672,500 1,672,460
2007 2,008,100 2,008,207

（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008:75; National 

Statistical Offi ce of Mongolia 2008:199, 2005:196, 2003:138）
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もともとの表記単位は『ボルガン県統計集 2007 年』では「頭」，各年度の『モ

ンゴル統計年報』は「1000 頭」であり，後者に関しては有効数字が小数点

以下第 1位で記されている。【表 1】では比較の便宜上，筆者が『モンゴル統

計年報』の数値を「頭」単位に変換しているので，その点を考慮すれば 2007

年の数値に 100 頭程度の差が存在する以外，両者のデータは完全に一致して

いる。しかも 2007 年の数値に関しては，『モンゴル統計年報』では扉のペー

ジで「2007 年データのいくつかは予備的である」（National Statistical Offi ce of 

Mongolia 2008:1）と断っている点を考慮すれば，両者の差は極小であるといえ

るだろう。

なお，2007 年データの差異は，『ボルガン県統計集 2007 年』が各郡の頭数デー

タを合計しているのに対し，『モンゴル統計年報』では 100 頭単位に四捨五入

された五畜（ラクダ，ウマ，ウシ，ヒツジ，ヤギ）の合計を示していることに

起因すると考えられる。参考までに，【表 2】で，2007 年版『モンゴル統計年報』

に示されているボルガン県の五畜の頭数データとその合計値を示す。

【表 2】2007 年版「モンゴル統計年報」におけるボルガン県の五畜の頭数

ラ ク ダ 400
ウ　　 マ 158,900
ウ　　 シ 138,500
ヒ ツ ジ 989,900
ヤ　　 ギ 720,400
合　　 計 2,008,100

（National Statistical Offi ce of Mongolia 2008:200-204）

ところで，こうした数値の小さな揺らぎは，刊行年度の異なる『モンゴル

統計年報』の間でも見出すことは可能である。一例として【表 3】で，2004

年版と 2002 年版における，2001 年と 2002 年のモンゴル国全体でヤギの総頭

数とされる数値を比較してみる。
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【表 3】モンゴル国のヤギ総頭数に関するデータの比較

年 2004 年版 2002 年版
2001 9,591,500 9,591,300
2002 9,134,700 9,134,800

（National Statistical Offi ce of Mongolia 2005:201, 2003:143）

この 100-200 頭の差がいかなる事情に起因するのかは推測の域を出ないが，

おそらくは上述の 2007 年の総頭数データと同様，算出元のデータの有効数字

に何らかの改変が加えられた結果ではないかと思われる。だがその点を考慮

しても，家畜頭数のデータに関しては，そのデータそのものの信頼性はさて

おき，国家レベルから地方レベルに至るまできわめて整合性の高い，つまり

国家的統一の図られたデータが流通していることがうかがえる。

2) 耕地面積および干草の準備高

さて，次に検討するのは耕地面積についてであるが，国家統計と地方統計で単

純に耕地の総面積という項目の数値を比較すると【表4】のような差が見出せる。

【表 4】ボルガン県の耕地総面積（単位 ha）
年 国家統計 地方統計 差
2002 30,351.6 30,346.6 5.0 
2003 29,684.6 29,684.6 0.0 
2004 24,999.6 23,368.1 1,631.5 
2005 21,173.0 19,004.5 2,168.5 
2006 19,249.1 18,926.6 322.5 
2007 17,640.3 15,569.5 2,070.8 

（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008:94; National 

Statistical Offi ce of Mongolia 2008:218, 2005:214）
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これだけを比較すると 2004 年以降，相当な面積の差が存在することが明ら

かになるが，この差は，より仔細に検討することでいくつかの要因を推定す

ることが可能になる。そこでまず，耕地の下位区分とその合計が耕地総面積

のデータとどのような関係にあるかを検討する。というのも，『ボルガン県統

計集 2007 年』には耕地の下位分類は「穀物」「ジャガイモ」「野菜」のみが存

在し，2002 年から 2007 年のデータまで，「穀物」「ジャガイモ」「野菜」の耕

地面積の和は『ボルガン県統計集 2007 年』に示される耕地総面積と完全に一

致しているのに対し（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн 

Хэлтэс 2008:214-217），『モンゴル統計年報』には「飼料作物」という下位分

類が存在するのである。そこで，国家統計におけるボルガン県の耕地総面積

とそれぞれの下位分類の面積，および総面積と各下位分類の合計面積との差

をまとめると【表 5】のようになる。

【表 5】国家統計上のボルガン県の各種耕地面積，総面積と下位分類合計の差（単位 ha）

年 耕地総面積（A）穀物（B） ジャガイモ（C） 野菜（D） 飼料作物（E） A－（B+C+D+E)

2002 30,351.6 29,580.0 571.7 194.9 5.0 0.0
2003 29,684.6 28,959.5 523.9 201.2 0.0 0.0
2004 24,999.6 22,580.0 607.1 180.5 1,632.0 0.0
2005 21,173.0 20,350.5 637.8 184.7 0.0 0.0
2006 19,249.1 18,043.0 689.4 196.7 0.0 320.0
2007 17,640.3 14,627.0 771.2 214.1 30.0 1,998.0

（National Statistical Offi ce of Mongolia 2008:218-222, 2005:214-218）

【表 5】のデータ，および【表 4】と【表 5】の比較からわかることは以下

の 3点である。

a) 国家統計においては，2002 年から 2005 年までに関する限り，耕地総面

積は「穀物」「ジャガイモ」「野菜」「飼料作物」の耕地面積合計と等しい。

b) 2002 年から 2004 年までの国家統計と地方統計の耕地総面積の差は，

国家統計にのみ含まれる「飼料作物」の耕地面積と等しい。
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c) 2006 年と 2007 年の国家統計と地方統計の耕地総面積の差は，国家統

計における耕地総面積と「穀物」「ジャガイモ」「野菜」の耕地面積合

計との差と近似している。

また，ここでは表にしては示さないが，穀物の耕地面積に関しては，2005

年のみ『モンゴル統計年報』の数値が『ボルガン県統計集 2007 年』のそれよ

り 2167.5ha 多く，それ以外の年度には完全に一致している（Булган Аймгийн 

Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008:94; National Statistical Offi ce 

of Mongolia 2008:219）。これらの状況を総合すると，以下のような推測が成り

立つであろう。

a) 国家統計と地方統計の耕地面積の差は，飼料作物の耕地面積を算入す

るかどうかで生じている。この事実は，2002 年から 2004 年までの両

者の差を完全に説明しうる。また，b) と c) で述べる 2005 年から 2007

年までの状況についても，この点を加味することでより合理的に説明

しうる。

b) 国家統計と地方統計の耕地面積の差は，穀物の耕地面積をどう計算す

るかで生じている。この事実は 2005 年の両者の差を説明しうる。

c) 国家統計と地方統計の耕地面積の差は，国家統計における下位分類に

出現しない耕地面積の差で生じている。この事実は，2006 年と 2007

年における両者の差を説明しうる。

なお，ここから先は完全に憶測の域を出ないが，あるいは b) と c) は，作

付けのなされていない穀物畑や収穫不能地などをどうカウントするか，とい

う問題から生じている可能性もあると思われる。少なくとも 2005 年から，地

方統計ではそれが耕地総面積から除外されており，国家統計では 2006 年よ

り，穀物という下位分類の耕地面積からは除外されている一方，耕地総面積

では現在までカウントされているために逆に国家統計内部での矛盾が生じて

しまっているのだとすれば，これらの差を合理的に説明することができる。

無論，上述の仮説を検証するためには地方政府や統計局の担当者に対する

聞き取り調査を行い，事実関係を確認するとともに，そもそも何故に両者の
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認識差が発生するに至ったのかという理由に関する，更なる調査も必要であ

ることはいうまでもない。

一方，同じ農業関連のデータでも干草（ハドラン）の準備高については，

両者の差を説明する手立てが見つからないのが現状である。事実関係を確認

する意味で，【表 6】に両者の数値と差を示しておく。興味深いのは，常に国

家統計の数値が地方統計の数値を上回っているという事実であるが，これが

いかなる意味合いを持つのか，現状では説明不可能である。この説明困難性

は，次で取り上げる人口・世帯数における数値の差と同様である。

【表 6】ボルガン県における干草の準備高（単位トン）
年 国家統計 地方統計 差
2002 63,700.0 61,508.2 2,191.8
2003 66,000.0 64,651.9 1,348.1
2004 70,800.0 70,110.7 689.3
2005 67,800.0 66,122.0 1,678.0
2006 80,000.0 75,465.0 4,535.0
2007 80,500.0 77,710.0 2,790.0

（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008:98; National 

Statistical Offi ce of Mongolia 2008:231, 2005:226）

3) 人口・世帯数

さらに，国家統計と地方統計で大きな差を示すのが人口数に関するデータ

である。例えば，ボルガン県の人口に関するデータは，いずれも年末値であ

るとの断り書きが明記されている点も含めてまったく同じタイトルが掲げら

れているにもかかわらず，【表 7】のような齟齬を示す。なお，ここで 2001

年と 2002 年のデータが欠落しているのは『ボルガン県統計集 2007 年』のデー

タ構造に準拠したためである。
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【表 7】ボルガン県総人口数（年末値）
年 国家統計 地方統計 差
2000 62,600 60,447 2,153
2003 62,800 58,481 4,319
2004 60,800 56,707 4,093
2005 59,900 56,428 3,472
2006 60,300 57,266 3,034
2007 60,500 57,346 3,154

（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008:15; National 

Statistical Offi ce of Mongolia 2008:86, 2005:87, 2003:81）

もともと各年度の『モンゴル統計年報』では表記単位が「1000 人」（有効

数字が小数点以下第 1位）で記されていたため，差はあくまでも目安である

が，それでも 1つの郡に匹敵するほどの人口差が両者に見出せるということ

は，データソースの差に起因する可能性を推測せざるを得ない。ところが，

【表 8】のような世帯数に関するデータをあわせて参照すると，問題は一層に

複雑となる。なお，世帯数に関しても同じく年末値であることが国家統計・

地方統計いずれにも明記されている。

【表 8】ボルガン県総世帯数（年末値）
年 国家統計 地方統計
2003 15,400 15,425
2004 14,800 15,109
2005 15,000 15,016
2006 15,300 15,332
2007 15,500 15,491

（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008:17; National 

Statistical Offi ce of Mongolia 2008:88, 2005:89）

【表 8】で明らかなように，総世帯数については 2004 年のデータに差が見

出せるものの，それ以外は両者の表記単位（『モンゴル統計年報』では表記単
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位が「1000 人」，有効数字は小数点以下第 1位）の違いを考慮すると完全に

一致している。また 2004 年におけるデータの差に関しても，当時のモンゴル

国の平均世帯人口（4.25：筆者が国家統計データより算出）から導かれる人

口レベルの差は 1300 人ほど（309 × 4.25 ＝ 1313.25）となり，【表 7】におけ

る差よりかなり小さくなっている。果たして人口数と世帯数に関して異なっ

たデータソースが利用されうるのか，また世帯数については特定年度に限り

データソースが異なるということがありうるのか，いずれも今後の検討課題

であり，現状では差の発生する原因の推測すら不可能である。

一方，1) や 2) で取り上げた農牧業統計の一環として提示される牧民の人口

数・世帯数に関しては，上述のデータとは大幅に異なった傾向が見出せる。

それは特に，人口数に関して顕著である。【表 9】に，ボルガン県の牧民人口

数に関するデータを示す。

【表 9】ボルガン県牧民人口数
年 国家統計 地方統計
2000 17,284 17,824
2001 17,045 17,045
2002 16,821 16,821
2003 14,722 14,722
2004 13,733 13,733
2005 12,529 12,529
2006 13,489 13,489
2007 15,123 15,123

（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008:91; National 

Statistical Offi ce of Mongolia 2008:213, 2005:210, 2003:152）

これを見れば明らかなように，牧民人口数に関しては，家畜総頭数を上回

る完璧な整合性を示している。また【表 10】で明らかなように，牧民世帯数

に関してもほぼ完全に両者のデータは一致する。
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【表 10】ボルガン県牧民世帯数
年 国家統計 地方統計
2000 8,036 8,036
2001 7,808 7,808
2002 7,842 7,842
2003 7,268 7,268
2004 6,735 6,735
2005 6,361 6,661
2006 6,561 6,561
2007 7,376 7,376

（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008:90; National 

Statistical Offi ce of Mongolia 2008:212, 2005:209, 2003:151）

【表 10】で唯一，国家統計と地方統計の間に差が見出せるのは 2005 年のデー

タである。これに関しては 4桁中 3桁の数値が一致しており，かつ「3」と「6」

は PCのテンキー上では隣接するため，いずれかが単純な転記・入力ミスで

あるという可能性が疑われる。そこで筆者は国家統計においては各県のデー

タを入力し，地方統計においては各郡のデータを入力した上で，表計算ソフ

トを用いて再計算し，検証を行った。その結果は【表 11】および【表 12】で

あるが，この計算結果は各統計集に示された合計の数値と何らの齟齬は存在

しなかった。
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【表 11】2005 年モンゴル国県別牧民世帯数
地　　　域 県 世 帯 数
西　　　　　部 バヤンウルギー 10,961

〃 ゴ ビ ア ル タ イ 8,129
〃 ザ ブ ハ ン 10,278
〃 オ ブ ス 10,057
〃 ホ ブ ド 9,356
西 部 合 計 48,781

ハ ン ガ イ ア ル ハ ン ガ イ 15,991
〃 バヤンホンゴル 11,336
〃 ボ ル ガ ン 6,361
〃 オ ル ホ ン 858
〃 ウブルハンガイ 17,088
〃 フ ブ ス グ ル 16,082
ハ ン ガ イ 合 計 67,716

ゴ　　　　　ビ ゴ ビ ス ン ベ ル 505
〃 ダルハンオール 1,005
〃 ド ル ノ ゴ ビ 3,858
〃 ド ン ド ゴ ビ 7,877
〃 ウ ム ヌ ゴ ビ 6,283
〃 セ レ ン ゲ 3,169
〃 ト ゥ ブ 7,980
ゴ ビ 合 計 30,677

東　　　　　部 ド ル ノ ド 4,350
〃 ス フ バ ー ト ル 7,310
〃 ヘ ン テ ィ 7,072
東 部 合 計 18,732

ウランバートル ウランバートル 2,438
全 国 合 計 168,344

（National Statistical Offi ce of Mongolia 2008:212）
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【表 12】2005 年ボルガン県郡別牧民世帯数
郡 世 帯 数

バ ヤ ン ア ク ト 577
バ ヤ ン ノ ー ル 121
ボ ガ ト 299
ボ ル ガ ン 326
ブ レグハンガイ 271
ゴ ルバンボラグ 476
ダ シ ン チ レ ン 333
モ ゴ ド 564
オ ル ホ ン 544
サ イ ハ ン 813
セ レ ン ゲ 169
テ シ グ 512
ハ ン ガ ル 293
ヒシグウンドゥル 360
ホタグウンドゥル 651
ラ シ ャ ー ン ト 352
ボ ルガン県合計 6,661

（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх Статистикийн Хэлтэс 2008:90）

要するに，それぞれの統計において，少なくとも同一ページ内のデータは，

計算上齟齬を来たしているわけではないことが判明した。そして上述の数値

はこの計算結果から引用されているため，仮に元データの入力においてどこ

かミスがある可能性は否定できないとしても，統計集のデータからは検証不

可能であることも明らかとなった。

なおこれは，少なくとも国家統計局における統計の作成プロセスを見れば，

ある意味当然ではある。というのも，彼ら自身，現在はある統計表を作成す

るに当たっては表計算ソフトを利用しているのである。これは筆者自身，国

家統計局に出向いて刊行されていないソム別データの出力を依頼した際に確

認している事実である。そして，そうである以上，計算はソフトウェアが自
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動的に行うため，集計時のミスが発生する可能性はきわめて低い。むしろ可

能性が高いのは，データの転記・入力時のミスであるが，【表 11】【表 12】で

確認したように，どこか検証のしようがない元データの入力において発生し

たミスは，少なくとも刊行物を見るだけでミスの箇所を特定することは困難

である 3)。

おわりに

本稿では，国家統計と地方統計における同一項目に対する数値データの差

に着目し，その原因について検討を行った。無論，全ての原因が明らかになっ

たわけではないが，最後に本稿で明らかになった点，あるいは今後の課題に

ついて改めて提示することで結びとしたい。

第一に，家畜頭数や牧民人口・世帯数といった牧畜に関連する統計の数値

データにおいては，両者の差が極めて少ないことが明らかになった。そこで

は差が存在するにしても計算時の有効数字の取り方や，あるいは箇所の特定

は困難にしても転記・入力ミスに起因すると思われ，基本的に統計に示され

る数値は国家レベルでの統一性が高い。ただし転記・入力ミスが発生した際

には，表計算ソフトが自動的に同一表内の計算をしてしまうため一見整合性

が高く，かえってミスが発生した箇所の特定を困難にしていると思われる。

第二に，耕地面積などの農業に関連する統計の数値においては，両者に差が

存在するケースが多いものの，それは土地分類に対する認識，あるいは基準の

差によって説明しうる可能性が高いことが明らかになった。ただし，それらの

具体的な論証は今後の研究課題であり，また干草の準備高のように，現在では

差が発生する原因の推測すら困難な事項が存在することも事実である。

第三に，総人口数に関するデータについては両者の差は大きく，データソー

スの差に起因するのではないかとすら推測される。ただし，世帯数に関する

データでは両者の差は小さいため，現状ではこれらの状況を十分に説明しう

る詳細な統計作成プロセスの推定は困難である。

しかし，それではなぜ，一口に統計間の差と言ってもこれほど多様な背景
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が存在するのだろうか。一つに考えられるのは，統計の作られ方の差である。

モンゴル国では社会主義時代より，毎年 12 月 25 日に全国規模で家畜センサ

スが行われている。そこでは国家統計局や県庁から人員が派遣され，全家畜

飼養者の世帯をめぐり家畜数をカウントし，各世帯の基本情報を収集してい

る（小宮山　2005:23-24）。本稿で検討したデータのうち，国家レベルでの統

一性の高いデータは，全てこの家畜センサスを通じて収集されていると考え

られる。

逆に言えば，それ以外のデータは，国家からそこまでの資金や人材が投入

されて収集されていないことになるだろう。そうなれば情報収集は各レベル

の地方政府や各種機関などに任される余地が大きくなり，場合によっては複

数系統のデータが並存したり，あるいは元来同一系統のデータであっても後

日の二次利用などに際して，中央と地方の解釈の差が入り込んだりする可能

性が存在しうると想像される。またそれが，本稿で検討した国家統計と地方

統計の差をもたらす一因となっているとも解釈できる。

ただし現状では，すでに指摘したように，地方にそうした独自の情報が長

期間残ることは稀である。結局のところ，最後に統計的な情報が残存するの

は，国家統計局ということになり，そこに残った情報がある種の正当性を獲

得することになる。少なくともモンゴルにおいて，我々が目にする統計を手

がかりにある地域の理解を試みる場合，特に古いデータになればなるほど，

そうしたフィルターを幾重にも通り抜けてきたものであることを認識した上

で解釈していく必要があるだろう。

注

1) 奥付などに印刷部数に関するデータは存在しなかったため，実際の流通範囲について

は不明である。ただし全 148 ページでカラー装丁もされており，県政府としては少な

からぬ経費を費やしたものと思われる。

2) この統計集はモンゴル語・英語併記であり，モンゴル語タイトル（Монгол Улсын 

Статистикийн Эмхтгэл）を翻訳すれば『モンゴル国家統計集』，英語タイトル（Mongolian 
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Statistical Yearbook）を翻訳すれば『モンゴル統計年報』とするのが適当である。本稿で

は，参考文献リストに英語での書誌情報を掲載している都合上，混乱を避けるために『モ

ンゴル統計年報』を日本語訳として利用している。

3) 筆者自身，『ボルガン県統計集 2007 年』で入力ミスを特定しえたのは一箇所のみであり，

しかもそれは 2006 年のある郡の人口が「666 人」と入力されるべき箇所が，明らかに

多すぎる「6666 人」と入力されており，その結果として当該年のみ明らかに多すぎる

県の合計値を算出していたケースであった（Булган Аймгийн Засаг Даргын Дэргэдэх 

Статистикийн Хэлтэс 2008:15）。なおその場合でも，同一表内における計算の整合性は

保たれていた。
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